
授業の到達目標
キッズ・イングリッシュⅠで体験した指導法を活用し、年齢・発達
過程にあった指導案を作成する。学生自身が、将来、幼稚園、小・
中学校、高校、英会話学校等での指導に役立つ授業創りを考え、幼
稚園、小学校などで、実際に授業を体験する。このクラスでは
KAISEIパーソナリティのK（思いやり）を考える。
授業の概要
春学期で体験した指導法とその意義を理解し、児童期の学習者の特
性と英語授業のあり方を踏まえた音声、文字、語彙・表現、文法指
導についての知識と技術を活用し、指導案作成、教材教具作成、模
擬授業を行う｡その上で､実際に小学校現場などでの授業体験を通じ
て､学生自身が将来の児童英語指導者としての実践力を身につける｡

授業計画
１ 児童の発達段階にあった英語活動を創る（１） 
「指導案作成のポイント」
２ 児童の発達段階にあった英語活動を創る（２） 
「絵カード・教具・ワークシート作成法」
３ 児童の発達段階にあった英語活動を創る（３） 
「指導案草案発表」
４ 実習授業指導案作成（１）『教材研究』
５ 実習授業指導案作成（２）『教具作成』
６ 実習授業指導案作成（３）『評価の観点と振り返りカード作成』
７ 実習授業指導案発表と模擬授業
８ 第１回　小学校英語活動　実習授業
９ 実習リフレクション
10 実習授業指導案作成（４）『教材研究・指導案発表』
11 実習授業指導案作成（５）『教具作成』
12 実習授業指導案作成（６）『評価の観点と振り返りカード作成』
13 実習授業指導案発表と模擬授業
14 第２回小学校英語活動　実習体験
15 まとめ　授業評価、ポートフォリオ作成
授業の方法
指導案作成、教材・ワークシート作成、模擬授業をした上で、小学
校英語活動の指導・支援を実際に現場で体験する。

準備学修
指導案・教材を作成し､模擬授業の練習をしておくこと

課題・評価方法、その他
平常点70%、レポート30%
欠席について
参加・発表型授業であり、小学校英語活動実習を行うので必ず出席
すること

テキスト
授業時にハンドアウト、及び、PCで教材配布
参考図書
「小学校英語教育の進め方」岡秀夫、金森強　　成美堂
「小学校英語の教育法 理論と実践.」アレン玉井光江　大修館書店
「小学校英語　はじめる教科書」小川隆夫・東仁美　mpi
留意事項
子どもに英語を教える授業を、自らが積極的に創る。
実習に出かけるときは、指導者としてふさわしい服装・態度で臨む
こと。

資格科目 < キッズ・教職 > クラス 科目コード 配当年次 期　間 人数制限

キッズ・イングリッシュⅡ ET 13729 Ⅱ 秋
担当者名 区分 単位 科目と関係のある実務経験

天野 史子 選択 2 児童英語講師、児童英語講師・小学校英語指導者養成指導、
小学校英語活動支援員

授業の到達目標
中学校・高等学校の英語教師として学習指導を行うために必要な、
外国語教育に関する理論と教授法の基礎知識及び教室での基礎的な
指導技術を修得する。このクラスでは、KAISEIパーソナリティのA
（自律）とI（知性）を養う。
授業の概要
英語教育の第一目標である英語のコミュニケーション能力を、ほぼ
日本語だけで日常生活を送る生徒たちに身につけさせるには、授業
において、どのような創意工夫が必要であるかを、第１・第２言語
習得や言語教育に関する様々な理論を踏まえながら、模擬授業や
ディスカッション等を通して考える。

授業計画
１ 英語教育の目標と学習指導要領
２ 第１言語習得と第２言語習得
３ 主な外国語教授法の流れ（１）文法・翻訳法~ダイレクト・メソッド
４ 主な外国語教授法の流れ（２）オーディオ・リンガル・メソッド
５ コミュニカティブ・ランゲージ・ティーチング（CLT）の言語理論
と指導原理（Dell Hymes）

６ コミュニカティブ・ランゲージ・ティーチング（CLT）の言語理論
と指導原理（Canale and Swaine, Henry Widdowson）

７ コミュニカティブ・ランゲージ・ティーチング（CLT）の言語理論
と指導原理（Keith Johnson）

８ 授業の準備、学習指導案の作成
９ 授業の工夫（１）: Warm-upとreview、文法・文型の導入
10 授業の工夫（２）: 文法・文型の練習と発展活動
11 授業の工夫（３）: 語彙の導入と指導、本文の読解指導
12 模擬授業（Grammarを中心に）
13 模擬授業（Readingを中心に）
14 模擬授業（Communicationを中心に）
15 まとめ

授業の方法
講義、ワークショップ、DVD視聴、模擬授業、ディスカッションに
よって授業を進める。

準備学修
・次回のテーマについて、テキストの該当箇所を読んでおくこ
と。・Grammar I~IIIを徹底的に復習するなどして、常に文法力の
向上に努めること。・中学校及び高等学校の学習指導要領を読んで
おくこと。Webで参照すること。
課題・評価方法、その他
平常点30%、レポート30%、模擬授業40%
欠席について
出席点（100点満点）は全体の20％とし、欠席は１回につき20点減
点、遅刻・早退は１回につき６点減点する。

テキスト
米山朝ニ・杉山敏・多田茂 『[新版]英語科教育実習ハンドブック』
（大修館）
土屋澄男（編著）他 『新編 英語科教育法入門』（研究社）
文部科学省『中学校学習指導要領解説 外国語編』（開隆堂）
文部科学省『高等学校学習指導要領解説 外国語編 英語編』(開隆堂）
必要に応じてハンドアウトを配布する。

参考図書
授業中に随時紹介する。

留意事項
・ 平常点には、模擬授業、出席状況、授業への参加・貢献度の評価
が含まれる。
・ 毎授業に出席することはもちろんであるが、それだけではなく、
熱意をもって学習する態度が必要である。

教員連絡先
yoshino@kaisei.ac.jp 
オフィスアワー
直接教員に質問したい場合は、オフィスアワーを活用すること。
各教員のオフィスアワーの日時については教務課前掲示板を確認のこと｡

資格科目 < キッズ・教職 > クラス 科目コード 配当年次 期　間 人数制限

英語科教育法Ⅲ 13737 Ⅲ 春
担当者名 区分 単位 科目と関係のある実務経験

吉野 美智子 選択 2

英
語
観
光
学
科
　
専
門
科
目

― 266 ― ― 267 ―



授業の到達目標
中学校・高等学校の英語教師として学習指導を行うために必要な、
外国語教育に関する基礎知識及び教室での基礎的な指導技術を修得
する。このクラスでは、KAISEIパーソナリティのA（自律）とI（知
性）を養う。

授業の概要
英語科教育法I~IIIで修得した英語教育に関する知識や指導技術を
各々の模擬授業において実践する。そして、模擬授業における改善
すべき点や指導上の困難点及びその解決方法等についてディスカッ
ションを行い、教育実習での授業に備える。また、学習指導上の評
価と及び評価方法の一つであるテストについても学ぶ。

授業計画
１ 学習指導要領における各科目の目標と内容
２ 模擬授業の準備（１）：１時間の授業の流れ（中学校）
３ 模擬授業の準備（２）：１時間の授業の流れ（高等学校）
４ 模擬授業の準備（３）：教科書全体の構成、扱う単元の教材研究
５ 模擬授業の準備（４）：授業の構成と学習指導案の作成
６ 模擬授業の準備（５）：ALT等とのティーム・ティーチング
７ 模擬授業の準備（６）：英語でのインタラクション
８ 模擬授業の準備（７）：授業における各活動の目的と工夫１
９ 模擬授業の準備（８）：授業における各活動の目的と工夫２
10 評価とテスト（Evaluation and Testing）
11 模擬授業と授業観察（Grammarを中心に）
12 模擬授業と授業観察（Readingを中心に）
13 模擬授業と授業観察（Communicationを中心に）
14 模擬授業と授業観察（Writingを中心に）
15 模擬授業の総括、教育実習に向けて

授業の方法
DVDの視聴、ワークショップ、模擬授業を中心とする。各活動の後
にはディスカッションを行う。

準備学修
１単元の学習指導案を作成し、それに基づいた模擬授業（各自２回

程度）を行うための準備（教材研究、教具の作成、授業の練習等）
をすること。Webで参照すること。
課題・評価方法、その他
平常点（模擬授業観察を含む）30%、模擬授業 70%
欠席について
出席点（100点満点）は全体の15％とし、欠席は１回につき20点減
点、遅刻・早退は１回につき６点減点する。

テキスト
米山朝ニ・杉山敏・多田茂 『［新版］英語科教育実習ハンドブッ
ク』（大修館）
土屋澄男（編著）他 『新編 英語科教育法入門』（研究社）
文部科学省 『中学校学習指導要領解説 外国語編』（開隆堂）
文部科学省 『高等学校学習指導要領解説 外国語編 英語編』(開隆堂）
必要に応じてハンドアウトを配布する。

参考図書
授業中に随時紹介する。

留意事項
・ 評価は、学習指導案の作成、模擬授業、模擬授業の観察・参加の
記録、出席状況、日頃の学習態度を基準にして行う。
・ 毎授業に出席することはもちろんであるが、それだけではなく、
熱意をもって授業に参加・貢献する態度が必要である。

教員連絡先
yoshino@kaisei.ac.jp
オフィスアワー
直接教員に質問したい場合は、オフィスアワーを活用すること。
各教員のオフィスアワーの日時については教務課前掲示板を確認の
こと。

資格科目 < キッズ・教職 > クラス 科目コード 配当年次 期　間 人数制限

英語科教育法Ⅳ 13741 Ⅲ 秋
担当者名 区分 単位 科目と関係のある実務経験

吉野 美智子 選択 2

授業の到達目標
グローバル化に対応した英語教育改革が実施され、2020年度小学校
英語は教科化された。小学校英語指導者養成のキッズ・イングリッ
シュ・プログラムの最終段階として、学生自身が、英語活動・英語
教育を、活動内容の企画、活動案・教具作成、模擬授業での練習を
積み重ねた後、幼稚園や小学校現場で指導者として、実習体験す
る。このクラスではKAISEIパーソナリティのIn（国際性）を養い、
K（思いやり）を考える。
授業の概要
本授業では、キッズ・イングリッシュⅠ、Ⅱで学習した小学校英語
教育を、幼稚園・小学校現場で出前授業の形で授業体験する。この
体験から、理論を踏まえた実践、かつ、実践から理論の再構築へ
と、理論と実践の融合を計り、児童英語教育とは何かを体系的に考
える。実習計画①実習する指導案・教材教具を作成し、授業準備を
行う。②作成した指導案で自身が小学校現場で授業できるように、
模擬授業で練習する。③実習園・実習校の通常授業で、実習授業を
行う。④実習授業の結果を評価し、次の段階を目指す。

授業計画
１ 小学校英語教育実習授業
２ 第１回　小学校英語教育実習授業
３ 第１回　小学校英語教育実習授業
４ 第１回　小学校英語教育実習授業
５ 第１回　小学校英語教育実習授業
６ 第１回　小学校英語教育実習授業
７ 第１回　小学校英語教育実習授業
８ 第１回　小学校英語教育実習授業体験
９ 第２回　小学校英語教育実習授業
10 第２回　小学校英語教育実習授業
11 第２回　小学校英語教育実習授業
12 第２回　小学校英語教育実習授業
13 第２回　小学校英語教育実習授業
14 第２回　小学校英語教育実習授業体験
15 総括　
「指導目標・授業・評価の一体化」

授業の方法
理論、ワークショップでの指導法体験を活かし､自らが指導案を作成
､実際に小学校現場での英語活動を指導・支援する。

準備学修
指導案計画・教材研究、教材作成、模擬授業練習などを行ってお
く。

課題・評価方法、その他
平常点70%、レポート30%
欠席について
参加・発表型授業であり、小学校英語活動実習を行うので必ず出席
すること。

テキスト
授業時にハンドアウト、及び、PCで教材配布
参考図書
「小学校英語教育の進め方」岡秀夫、金森強　　成美堂
「小学校英語の教育法 理論と実践.」アレン玉井光江　大修館書店
「小学校英語　はじめる教科書」小川隆夫・東仁美　mpi
留意事項
実習に出かけるときは、指導者としてふさわしい服装・態度で臨む
こと。

資格科目 < キッズ・教職 > クラス 科目コード 配当年次 期　間 人数制限

キッズ・イングリッシュⅢ（実習） 13733 Ⅲ 春
担当者名 区分 単位 科目と関係のある実務経験

天野 史子 選択 1 児童英語講師、児童英語講師・小学校英語指導者養成、
小学校英語活動支援員
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授業の到達目標
子どもの発達や現代の環境等を踏まえた幅広い表現活動が展開でき
るよう音楽技能を磨き高めるとともに、教材を研究し、実践する方
法を修得する。
この授業ではKAISEIパーソナリティ―のI（知性）とK（思いやり）
を身につける。

授業の概要
子どもの歌、生活の歌、季節の歌等を、明瞭な日本語で、コード奏
による弾き歌いができるように演習する。また、表現活動のため
に、音楽の基本となるリズムについての理解を深め、ピアノ演奏や
身体表現の音楽が表情豊かに演奏できるよう実践を重ねる。さら
に、ピアノでできる音楽効果や変奏の技術を学び、場面に応じた音
楽が提供できるよう演習する。

授業計画
１ 生活の歌、コード奏による弾き歌い。
２ 生活の歌、コード奏による弾き歌い。
３ 生活の歌、コード奏による弾き歌い。
４ 生活の歌、コード奏による弾き歌い。
５ 季節の歌、遊びの歌、教材研究と実践。
６ 表現活動のためのピアノの演習。楽典。
７ 場面に応じた音楽の研究。
８ ピアノの特殊効果と変奏。
９ 身体表現のための変奏の習得。
10 身体表現のための変奏の習得と発表。
11 表現活動のためのピアノの演習。楽典。
12 和太鼓の打法と演奏。
13 音楽会プロデュース、計画、指導、演奏の総合演習。
14 音楽会プロデュース、計画、指導、演奏の総合演習。
15 音楽会プロデュース、計画、指導、演奏の総合演習。
16 表現活動全般の振り返りとまとめ。
授業の方法
実技が中心である。個人であるいはグループで発表や実演を行う。
個人レッスンを行う回もある。

準備学修
Webを参照すること
課題・評価方法、その他
①項目ごとにテストや発表を実施し、フィールドバックを行う。
②平常点70%、定期試験30%　また、レポート提出も求める。
欠席について
授業毎の発表や演習が評価対象になるので、できるだけ欠席しない
こと。

テキスト
『マイレパートリー』（YAMAHA MUSIC MEDIA）
『リズム曲集』（サーベル社）

参考図書
授業時に指示する。

留意事項
初回に配る個人カードに毎回の学習や演習を必ず記録し、定期試験
の際に提出すること。
音楽に合わせた身体表現発表が適宜あるので、動きやすい服装で受
講すること。

教員連絡先
minami@kaisei.ac.jp
オフィスアワー
直接教員に質問したい場合は、オフィスアワーを活用うること。各
教員のオフィスアワーの日時については教務課前掲示板を確認のこ
と。

専門分野科目 < こどもの生活世界 > クラス 科目コード 配当年次 期　間 人数制限

初等音楽３ ①/② 17473 Ⅱ 秋
担当者名 区分 単位 科目と関係のある実務経験

南 夏世 選択 2

授業の到達目標
キッズ・イングリッシュⅠで体験した指導法を活用し、年齢・発達
過程にあった指導案を作成する。学生自身が、将来、幼稚園、小・
中学校、高校、英会話学校等での指導に役立つ授業創りを考え、幼
稚園、小学校などで、実際に授業を体験する。このクラスでは
KAISEIパーソナリティのK（思いやり）を考える。
授業の概要
春学期で体験した指導法とその意義を理解し、児童期の学習者の特
性と英語授業のあり方を踏まえた音声、文字、語彙・表現、文法指
導についての知識と技術を活用し、指導案作成、教材教具作成、模
擬授業を行う｡その上で､実際に小学校現場などでの授業体験を通じ
て､学生自身が将来の児童英語指導者としての実践力を身につける｡

授業計画
１ 児童の発達段階にあった英語活動を創る（１） 
「指導案作成のポイント」
２ 児童の発達段階にあった英語活動を創る（２） 
「絵カード・教具・ワークシート作成法」
３ 児童の発達段階にあった英語活動を創る（３） 
「指導案草案発表」
４ 実習授業指導案作成（１）『教材研究』
５ 実習授業指導案作成（２）『教具作成』
６ 実習授業指導案作成（３）『評価の観点と振り返りカード作成』
７ 実習授業指導案発表と模擬授業
８ 第１回　小学校英語活動　実習授業
９ 実習リフレクション
10 実習授業指導案作成（４）『教材研究・指導案発表』
11 実習授業指導案作成（５）『教具作成』
12 実習授業指導案作成（６）『評価の観点と振り返りカード作成』
13 実習授業指導案発表と模擬授業
14 第２回小学校英語活動　実習体験
15 まとめ　授業評価、ポートフォリオ作成
授業の方法
指導案作成、教材・ワークシート作成、模擬授業をした上で、小学
校英語活動の指導・支援を実際に現場で体験する。

準備学修
指導案・教材を作成し､模擬授業の練習をしておくこと

課題・評価方法、その他
平常点70%、レポート30%
欠席について
参加・発表型授業であり、小学校英語活動実習を行うので必ず出席
すること

テキスト
授業時にハンドアウト、及び、PCで教材配布
参考図書
「小学校英語教育の進め方」岡秀夫、金森強　　成美堂
「小学校英語の教育法 理論と実践.」アレン玉井光江　大修館書店
「小学校英語　はじめる教科書」小川隆夫・東仁美　mpi
留意事項
子どもに英語を教える授業を、自らが積極的に創る。
実習に出かけるときは、指導者としてふさわしい服装・態度で臨む
こと。

専門分野科目 < こどもの生活世界 > クラス 科目コード 配当年次 期　間 人数制限

キッズ・イングリッシュⅡ PC 17469 Ⅱ 秋
担当者名 区分 単位 科目と関係のある実務経験

天野 史子 選択 2 児童英語講師、児童英語講師・小学校英語指導者養成指導、
小学校英語活動支援員
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	335_扉_シラバス_教職に関する科目_初校_Adv
	336_扉ウラ_Adv
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